
動1物|には病1気|や怪1我:こ夕iし|て自1分|で1治|そ|うと|す |

|る1免1疫1カ|と |し うヽ1自 1然 1治1癒 1カ|が1備|わち|て|い |ま|す:

血液中に1存在|する樹状糸囲胞やTリ ンパ球と|いう|た|

免‐疫織1胞1ま
=1体
1内|に |で|きたが|ん1織1胞や1体の1中1こ |‐

侵1入|し|た纏菌|や|ウイルスを攻1撃|して死1減 |さ|せ|る|

能 1カ|をも|ち|ますt‐ ||1樹状細胞療1法‐は
「
||こ|の |よう|な|

生まれつき1備|わうてtヽる1免1疫の力|を Xlll用 しよ|ま |

|た 13菫め|た|りす|る|こ|と|で
=|が
|ん|の1再1発‐や1転1移:進 |

行 |を1押|える治療方法です: |■■■|■‐■■■■■

樹状細胞療法 iま
「
1免疫細胞|の■‐種で|ある樹状糸圏胞 ‐

|こすり|つぶした.がん細胞を取り1込ませて、1條圏胞の■

表面にがんの「目印Jを提示させますよこ|こ―では

樹状細胞 |ま攻1撃‐するがんを教える|「教育係」|の役
‐

目を果
.た
します。目印を表面 (こ出した樹状細胞は、

がんを攻撃する「兵隊」の役目を (またす下リンパ球

に対して、攻撃すべきがん細胞を教育します。

このことにより、いわば目の見えない兵隊で

あつた丁リンパ球は、樹状細胞によつて目が見える

ようになり、より特異的にがんを攻撃する能力を

もつリンパ球に変化をし、抗腫瘍効果を発揮しま

す。
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無1菌1的|で1安1全|な1環1境1下 1.こおいて,培養.さ|れ|ま|すよ|‐ 1縄|

胞|の安1全 1注1こつしヽて
―
はよ|ブ クヽ|テリ|アや1真1菌など|の|

コンタ|ミネ■|シ色|ン●(汚1染)|の試験|を1行||ヽ |‐ 細|き |

|の注意を払う|て1培養:1患者|さま|こ―投与されま|すよ||
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=||ネ
コの1樹状1縄胞療1法―を受|けら|れるJこあ

たうて |」 その1治療1方法‐
「
|ならびに●1菖J作用

=1費
用などについて1担当の獣医師か―ら詳しく1説明さ

せて頂き.ます」1当療法‐での治療|を受けら―れるか

どうかは
「
1詳細な説明を受‐|け |た後、飼しヽ主様が

納得された上で、お1決めくだ
.さ
い。■‐■ |  ■
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イヌ、ネ軍の1血液 (10-15mlを―採血)から樹状細 |

胞とリンパ球を1回量又して薬斉」をカロえて細胞の活I整 |

化・増殖を行ないます。樹状細胞にはすりつぶし

た腫瘍細飽を加え、抗原を認識させた後 (感作と

しヽいます)、 がんの原発部位やリンパ節に投与し

ます。リンパ球 :よ、およそ 1′ 000倍 に増やした後、

洗浄・回収し、点滴で体内に戻します。
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小さながんや全身に広がったがんに対するより

特異的な治癒効果、切除後のがんの再発予防、QOL
(生活の質)の向上が期待できます。また自分の細胞
を用いているために、拒絶反応や副作用がほとんど

ありません。

大きな腫瘍を小さくすることが難しい場合があります。

投与回数にもよりますが、費用が高額になります。

樹状細胞療法のしくみ
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